
 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 夏休みって、あっという間に過ぎていきませんか？みなさん、宿題は順調に進んで

いますでしょうか？夏バテはしていませんか？今回は、学校だよりの場をつかって、夏

休みの課題の一つの「夏休み おうちで読書」について取り上げました。下の図のよう

に、お家の方と子どもたちで一緒に本を読むという課題です。本を読むことには、たく

さんの効果があります。これをきっかけにして、夏休み期間中、デジタル（スマホやゲー

ム）からいったん離れてアナログ（本を読む）の時間も増やして、バランスの良い生活を

自分で調整できるようにチャレンジしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが、感想を書き

ます。その感想を読んで、

良かったところをほめてあ

げてください。 

鈴鹿市立天栄小学校 
発行 校長 松岡 宏樹 
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「てらす笑顔がひろがる みんなが主役  

笑顔をたいせつに  いつでもやさしい天栄小学校 

カラー版はホームページで 「夏休み おうちで読書」について 

① おうちの人といっしょに読む 

【具体例】一冊の本を交互に声に出して読んだり、同じ本

を横に並んで読んだりします。 

【効果】疑問や面白さをその場で共感し合え、親子の会話

が自然と広がります。 

② おうちの人に読み聞かせをしてもらう 

【具体例】一寝る前やスキマ時間に、保護者の方が絵本や物語を読んであげます。 

【効果】耳から豊かな言葉を吸収でき、安心感を感じながら、物語の世界に没頭できます。 

 

③ おうちの人に読んであげる 

【具体例】お子様が音読の練習を兼ねて、保護者の方に読み聞かせをします。 

【効果】 「伝える力」や音読力が育ち、「最後まで聞いてもらえた」という達成感が自信につながります。 

 

④ おうちの人と別の本を同じ時間に読む 

【具体例】「今から 10分間は読書タイム」と時間を決め、それぞれ自分の好きな本を開きます。 

【効果】 大人が読書を楽しむ姿を見せると、子どもにとって「読書＝当たり前の習慣」になっていきます。 

 

⑤ それぞれがおすすめの本を紹介する 

【具体例】読み終わった後、「どんなお話だったか」「どこが面白かったか」をお互いに話します。 

【効果】自分の気持ちや内容をまとめる「表現力」と、相手の話を聞く「コミュニケーション力」

が育ちます。 
 

「おうちで読書」の

取組を①～⑤から選

んでください。 

この取組は５日間します。一緒

に読書をする時間を５日分決め

てください。 



 

 

親子で本を開く時間が、子どもの心を育てます。読書や読み聞かせには、語彙力や読

解力を伸ばすだけでなく、子どもの心を豊かに育てるたくさんの効果があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長い時間をかける必要はありません。1日 5分～10分程度でも、保護者の方と一緒に

本を開く時間はお子様にとって特別なひとときになります。この夏休みは、ぜひご家庭で

読書の時間をお楽しみください。 

 

【１学期の多読賞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「リーディング・バディ」という取組として、高学年が低学年に読み聞かせをしました。高

学年は「読み聞かせの先生」として下級生が喜ぶ本を選び、分かりやすく読んであげます。

低学年は本に親しむ機会となり、高学年はリーダーシップや思いやりの心を育みます。 

読書・読み聞かせの効果について 

リーディング・バディの取組について 

●学力の土台となる「言葉の力」が身につく 

文章に触れることで知っている言葉が増え、自分で考え

たり気持ちを伝えたりする力が向上します。 
 

●想像力と共感力が豊かになる 

登場人物の気持ちを想像することで、思いやりの心や多

角的な視点が育まれます。 

●親子の絆を深める「心の安全基地」になる 

親の声を聴いたり、同じ時間を共有したりすることは、

子どもにとって大きな安心感となります。 

１学期、図書館の本

をたくさん借りた人

は何冊ぐらいかりた

でしょうか？ 

１位  ９８冊 

２位 ７８冊 

３位 ６５冊 

鈴鹿市の小学生が１年間で図書

館から本をかりる平均は、 

４７.6 冊 
です。夏休みに本に親しみ、２

学期になったら、図書館で積極

的に本を借りて、４７冊をめざ

してください。 
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